
21518　植調　Vol.50, No.7(2016)

Indigofera pseudotinctoria　マメ科コマツナギ属
コマツナギ属は主に熱帯地方に生育する草本又は低木で，

世界に 350 種程が知られている（岡本 1959）。日本のコマ
ツナギ（I. pseudotinctoria）は樹高 50cm 前後の草本状の低
木であり，和名の「駒繋ぎ」の由来は茎や根が駒（馬）を繋
ぎ止められるほど強靭なことによると言われている。道路の
り面や砂防には 250cm 以上に成長する海外産のコマツナギ
が使用されており，夏頃から淡紅紫色の花を見ることが出来
る。海外産のコマツナギは形態が著しく異なることからトウ
コマツナギ（I. bungeana）などとして在来種と区別して扱う
か否かの議論がなされている。2015 年 3 月 26 日に公表さ
れた「外来種被害防止行動計画」（環境省ら 2015）におい
ては，「我が国の在来種と同種とされるが遺伝的形質の異な
る海外の地域個体群から採取した種子が輸入され，国内産で
も同様に同種であっても地域的に遺伝的形質の異なる種苗が
その分布を越えた地域で利用されている。国内の自然環境中
に逸出して在来個体の遺伝的攪乱が生じるという問題も指摘
されており，注意が必要」（抜粋）などと述べられている。

■のり面緑化植物としての情報

コマツナギ類は木本類であり，のり面緑化植物として従来
の牧草種より強い土壌緊縛力が期待できる。しかも木本類の
中でも極めて発芽力が高く，痩せ地や乾燥に耐えてよく生育
するため，1980 年代後半以降，さかんに緑化に使用される
ようになった。当初は日本産のコマツナギが使用されていた
が，その後種子の需要増に伴う供給不足や価格の高騰を受け
1990 年代より海外産コマツナギが広く流通するようになっ
た。海外産コマツナギは早期に林冠を鬱閉し，長期にわたっ
て他の植生の侵入を許さないことから，遷移の停滞を招く
などの弊害が報告されている。吉田・森本（2005）は，施
工 8 年 11 か月後においても中国産コマツナギが高い群落の
植被率で優占した状態を持続していることの要因の一つと
して，コマツナギの成立期待本数を 300 本／㎡など，かな
り多く設定していたことを挙げている。番匠ら（2002）は，
当初混播されたコマツナギの成立密度が低い箇所や，ギャッ
プが生じている箇所においては，侵入種数が増加する傾向に

ある，と述べており，初期の成立密度（発生期待本数）の設
定が，その後の植生遷移，すなわち自然回復に影響を与える
と考えられる。

■防除に関連する情報

コマツナギは海外産種子の導入により在来個体の遺伝的攪
乱が生じるなどの問題は指摘されているが，痩せ地や急傾斜
の切土のり面を早期に緑化し安定させるという安全，防災の
面からは有用な植物である。今後，コマツナギを緑化に使用
していく場合は，国産種子に限定するなど，2015 年 10 月
に公表された「自然公園におけるのり面緑化指針」（環境省 
2015）を参考にすると良いと考える。

一方，1990 年代に導入された海外産コマツナギの優占に
より，管理上の支障や遷移の停滞などが見られるのり面にお
いては，駆除によるのり面植生の誘導管理が必要であると考
える。樹木等に登録のあるグリホサート系除草剤の塗布や再
萌芽した枝葉にイネ科と広葉雑草に選択性があり，マメ科植
物の防除に卓効があると言われるメトスルフロンメチル水和
剤やトリクロピル粉粒剤のスポット処理を行うことで，景観
を維持しながらの駆除が可能と考えられる。駆除に伴うのり
面の安定に対する懸念は，広く張り巡らされたコマツナギの
根系や周辺からの在来種の自然侵入などにより，大面積の駆
除でなければ少ないと考えられる。
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天高く馬肥ゆる秋ということわざがあるが，肥えるのは馬
ばかりではない。増え募るわが存在の重さのことはさておき，
雨上がりの道端などには，雨後の竹の子ならぬ各種のキノコ
が，一夜にしてにょきにょきと出現する。巨大なものから小
粒ながら群生するものまで，じつに多彩だ（図 -1）。勇んで
臨むキノコ狩りではなかなか見つからないものなのに，この
季節の道端ではやたらに目につくから皮肉である。
大学時代，興味本位から菌類学の授業を受けたことを思い
出す。そのおかげか，子実体とか木材腐朽菌といった用語だ
けは今でも口を突いて出る。われわれは一般にキノコと呼
んでいるが，キノコとは菌類の胞子を散布するための繁殖器
官であり，子実体がその正式名称なのである。キノコが生え
ている林床の湿った落ち葉の層をめくれば，白っぽい菌糸の
ネットワークが確認できることだろう。菌類の実体はそちら
の方で，いわゆるキノコはかりそめの姿ということになる。
ちなみにその語源は「木の子」だと言われている。朽ちかけ
た木に生えるものが多いからと察せられる。
キノコというと，美味か毒かという関心しか涌かないのが
普通である。ところが同じキノコでも場所によっては弱毒で
食用可能だったりすることもあるらしい。たとえば毒キノコ

の代名詞ともいうべきベニテングタケ。美しいバラにはとげ
があり，美しいキノコには毒があると言いたくなるキノコだ。
ところが長野県の菅平あたり，大河ドラマで話題の真田の里
周辺では，ゆでて塩漬けにしたものを食す習慣があると聞い
た（図 -2）。特に，そばつゆのダシにするとおいしいのだと
か（ただし，あくまでも事情に通じた地元民の話なので，軽々
に真似はしない方がよい）。個人的には地元の方にベニテン
グタケ蕎麦を食す会の企画を提案しているのだが，いまだ実
現していない。
まあ，猛毒のフグだって食べる国柄なので，毒キノコを食
べる知恵を見つけても不思議ではない。たとえば石川県では，
古くからフグの卵巣（!）をぬか漬けにして食べる習慣が伝
えられている。いったい誰が最初に試したのか。
このほど，それとは別の驚きにでくわした。なんと，肉食
のキノコが存在するというのだ。虫に寄生する冬虫夏草の類
の話ではない。スーパーでふつうに売られているヒラタケが，
じつは肉食性でもあるという話だ。いや，ヒラタケが動物を
襲って食べるというわけではない。菌糸にからまった線虫な
どを殺して消化するらしいのだ。この手の菌類は，線虫食菌
類と呼ばれ，意外に多いようだ。なかには菌糸を投げ縄状に
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図１　道端に生えたキノコ（東北大学キャンパスにて）
図２　ベニテングタケとおぼしきキノコ（筑波大学菅平高原実験セン

ターにて撮影）
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して，それで線虫をからめ捕るツワモノもいるとか。
最近の研究で，ヒラタケが線虫を殺す仕組みが明らかに
なった。ヒラタケに含まれるタンパク質（ヒラタケの学名
Pleurotus ostreatusから pleurotolysinと ostreolysinと命名され
ている）が，獲物の細胞にパンチング状の孔を開けてしまう
のだ（そこでこのタンパク質は孔形成タンパク質とも呼ばれ
ている）。
ヒラタケは，広葉樹などの朽木に生える木材腐朽菌である。
それも，木質部のセルロースよりもリグニンを優先的に分解
することからリグニン分解菌類と呼ばれている。線虫食は，
栄養分の不足を補う意味があるとされている。
ところで，図 -3 を描いた画家の名を見て「あれっ」と思っ
たむきもあることだろう。そう，いまだに名作の誉れ高く，
多くの人に愛されているピーターラビットの作者ビアトリク
ス・ポター（1866 ～ 1943）その人である。
ポターはロンドンの高級住宅街ケンジントンで裕福な家庭
に生まれた。幼いころから絵が得意だったようで，12 歳の
ときに絵の家庭教師があてがわれた。一家は，スコットラン
ドの湖水地方で夏を過ごすことも多く，少女は植物や化石な
どの水彩画を好んで描いた。15 歳のとき，近所に大英自然
史博物館がオープン。少女はスケッチブックを手に展示室に
通い詰めた。そして20歳の頃，森の妖精キノコに魅せられた。
顕微鏡でキノコを観察するうちに，スケッチだけでは飽き足
りず，実験にも手を染めるまでになった。そして当時はまだ
謎の多かった胞子の発芽に関する新発見を成し遂げた。その
成果は論文にまとめてロンドンのリンネ学会に提出したのだ
が，嘆かわしい障壁に阻まれることになった。1897 年に会
合で代読されたものの，印刷に付されることはなかったのだ。
当時はまだ，趣味としての博物学は女性にも普及していたが，
学問の世界は女人禁制の時代だったのである。

それでもポターは，アカデミズムとは一線を画しつつも菌
類や地衣類の研究をつづけた。そのほか，ご承知のように動
物絵本の名作を世に送り出した。そして晩年は湖水地方の景
観保全に尽力し，全遺産をナショナルトラストに託した。
菌類の研究といえば，本邦の南方熊楠（1867 ～ 1941）
の名も思い起こされる。アメリカ漫遊の果てにロンドンの大
英博物館の図書館で独学し，創刊間もない『ネイチャー』誌
に文化人類学分野の論文を寄稿した碩学である。帰国後は故
郷の和歌山県田辺に居を構え，粘菌類を中心とした研究に勤
しんだ。粘菌類は，かつては菌類に分類されていたが，現在
は原生生物に配属され，菌類からは外されている。とはいえ，
これもまた魅力的な森の妖精である。ポターと熊楠の奇しき
因縁はそれに留まらない。熊楠も，鎮守の森や田辺湾に浮か
ぶ神島の自然保護を訴えたのだ。二人とも，森の妖精の声を
聴き取ったにちがいない。

図 -３　ポターが描いたテングタケの1種


